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対象者 年齢 性別 介護歴 同居家族 続柄 年齢 診断名 介護度
調査時の
居住場所
A 70歳代 女性 20年 なし 夫 70歳代 脳血管性認知症 要介護4 特養








































































































































































＜https : //www.mhlw.go. jp/content/000567640.
pdf＞
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